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１．ケアラー自身のことについて 

（１）ケアラー自身の性別 

本調査の回答者の性別については、「男性」が 25.8％、「女性」が 73.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ケアラー自身の年齢（令和５年４月１日時点） 

本調査の回答者の年齢については、「50～64 歳」が 28.3％で最も高く、次いで「65～74 歳」、「75～

84歳」がともに 25.2％、「85歳以上」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ケアラー自身の居住地（地域） 

本調査の回答者のお住まいの地域については、「県央地域」が 37.4％で最も高く、次いで「県南地域」

が 32.2％、「県北地域」が 25.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.8 73.3 0.3 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

男性 女性 回答しない 無回答

25.2 37.4 32.2 5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

県北地域 県央地域 県南地域 無回答

0.00.6 6.1 28.3 25.2 25.2 14.3 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

18歳未満 18～29歳 30～49歳 50～64歳

65～74歳 75～84歳 85歳以上 無回答
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（４）ケアラー自身の就労状況 

本調査の回答者の就労状況については、「仕事に就いていない」が 57.1％で最も高く、次いで「正規

雇用（正社員）」が 17.3％、「非正規雇用（契約社員・派遣社員・パート・アルバイトなど）」が 17.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護休暇制度の有無【「正規雇用（正社員）」を選んだ場合に限る】 

本調査の回答者の介護休暇制度の有無については、「有」が 49.1％、「無」が 24.6％、「わからない」

が 12.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3 17.0 4.0 2.4 57.1 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

正規雇用（正社員）

非正規雇用（契約社員・派遣社員・パート・アルバイトなど）

自営業

自営業の手伝いなど

仕事に就いていない

学生(大学生、短大生、専門学校生など)

学生(高校生以下など)

無回答

49.1 24.6 12.3 14.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=57

有 無 わからない 無回答
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87.2 10.9 1.5 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

１人 ２人 ３人 ４人 無回答

45.6

45.0

5.8

3.3

1.5

0.9

0.6

3.0

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者

父母

子

兄弟姉妹

親戚

祖父母

孫

その他

無回答 全体 n=329

２．お世話が必要な人のことについて 

（５）－１ お世話が必要な人の数（義理の関係なども含む。以下の質問も同じ。） 

お世話が必要な人の数については、「１人」が 87.2％で最も高く、次いで「２人」が 10.9％、「３人」

が 1.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）－２ お世話が必要な人との関係（複数回答） 

お世話が必要な人との関係については、「配偶者」が 45.6％で最も高く、次いで「父母」が 45.0％、

「子」が 5.8％となっています。 
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（５）－３ お世話が一番大変な人との関係 

(※お世話が必要な人が複数人いる場合は、お世話が一番大変な人のことを回答。以下

の質問も同じ。) 

お世話が一番大変な人との関係については、「配偶者」が 41.6％で最も高く、次いで「父母」が 40.7％、

「兄弟姉妹」が 3.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）お世話が必要な人の性別 

お世話が必要な人の性別については、「男性」が 46.2％、「女性」が 51.1％、「回答しない」が 0.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）お世話が必要な人の年齢（令和５年４月１日時点） 

お世話が必要な人の年齢については、「85歳以上」が 52.9％で最も高く、次いで「75～84歳」が 32.2％、

「65～74歳」が 9.1％となっています。 

後期高齢者となる 75歳以上の方の割合が約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.6 40.7

0.6 2.1

3.0

0.9 2.1

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

配偶者 父母 祖父母 子 孫 兄弟姉妹 親戚 その他 無回答

46.2 51.1 0.3 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

男性 女性 回答しない 無回答

0.9

3.3 9.1 32.2 52.9 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

40歳未満 40～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上 無回答
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69.9

38.3

21.9

4.6

3.6

3.6

2.4

2.1

1.8

1.2

13.4

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

身体の老化

認知症

身体障害

精神障害（依存症を除く。

精神障がいの疑いも含む）

医療的ケア（経管栄養や人工呼吸器の

管理、痰の吸引など）

難病

ひきこもり

知的障害

重症心身障害

依存症（アルコールや薬物など。

依存症の疑いも含む）

その他

無回答
全体 n=329

18.5 28.3 12.2 13.7 4.9 5.2

1.5

3.6 8.2 4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

要支援１ 要支援２

要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４

要介護５ 介護予防・生活支援サービス事業対象者

認定を受けていない 無回答

（８）お世話が必要な理由（複数回答） 

お世話が必要な理由については、「身体の老化」が 69.9％で最も高く、次いで「認知症」が 38.3％、

「身体障害」が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）お世話が必要な人の介護保険法上の認定区分 

お世話が必要な人の介護保険法上の認定区分については、「要支援２」が 28.3％で最も高く、次いで

「要支援１」が 18.5％、「要介護２」が 13.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※介護予防・生活支援サービス事業対象者 

→要介護認定は非該当だが、生活や健康状態を振り返り、心身の機能で衰えているところがないかをチェックする

基本チェックリストで生活機能の低下がみられた方。  
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65.3

62.3

28.3

22.8

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

介護保険サービスなどを利用するための援助

書類の作成や提出

自立や希望を支える支援

介護保険サービスなどの利用中の援助

無回答 全体 n=329

（10）お世話をしている内容（複数回答） 

【Ａ 身体的介護や介助のこと】 

身体的介護や介助のことについては、「体調の管理」が 75.4％で最も高く、次いで「日常生活の介護

や介助」が 67.8％、「医療的ケア」が 2.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ 日々の暮らしに関すること】 

日々の暮らしに関することについては、「家事の援助」が 86.3％で最も高く、次いで「通院の援助」

が 80.5％、「金銭管理」が 64.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ サービスの利用に関すること】 

サービスの利用に関することについては、「介護保険サービスなどを利用するための援助」が 65.3％

で最も高く、次いで「書類の作成や提出」が 62.3％、「自立や希望を支える支援」が 28.3％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.4

67.8

2.7

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

体調の管理

日常生活の介護や介助

医療的ケア

無回答 全体 n=329

86.3

80.5

64.7

61.1

31.6

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

家事の援助

通院の援助

金銭管理

心の安定

安全のための見守り

無回答 全体 n=329



２．お世話が必要な人のことについて 

13 

【Ｄ 趣味や余暇活動に関すること】 

趣味や余暇活動に関することについては、「趣味や余暇の支援」が 37.1％で最も高く、次いで「散歩

の同行」が 21.3％、「旅行の同行」が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【E その他】 以下、原文掲載を基本としつつ、一部編集・抜粋の上掲載。 

・肌が弱くなってきた為、下着類買い換え、全身クリームをつける等々、本人の細かな変化に 

対応するよう日々の注意が必要。 

・トイレの後の紙おむつを取り替え。 

・ポータブルトイレの処理、雨戸の開閉。 

・外食への同行。 

・洋服、又、装飾品などの買い物同行。 

・全介助の重度障害者のため、生活全般。 

・短時間のドライブや買い物。 

・施設入所のため、帰宅時の送迎や家に帰って来た時の支援。 

・爪切り、髭剃り。 

・庭の草刈りをはじめとして、木など近所へ迷惑をかけない様に管理。 

・飲酒、転倒に対する見守り。 

  

37.1

21.3

10.6

5.2

2.4

48.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

趣味や余暇の支援

散歩の同行

旅行の同行

催し物（スポーツ観戦、演劇、コンサートなど）の同行

映画館や美術館への同行

無回答

全体 n=329
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14.6 32.2 17.9 18.5 16.4 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上 無回答

（11）お世話をしている期間 

お世話をしている期間については、「１年以上３年未満」が 32.2％で最も高く、次いで「５年以上 10

年未満」が 18.5％、「３年以上５年未満」が 17.9％となっています。 

「５年未満」と回答した割合が約６割を占めていますが、「10年以上」と回答した割合も 16.4％とな

っているなど、長期間お世話をしているケアラーもいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）お世話をしている頻度 

お世話をしている頻度については、「毎日」が 78.1％で最も高く、次いで「週２～３日」が 7.0％、

「週４～６日」が 5.8％となっています。 

「毎日」と回答した割合が約８割を占めているなど、お世話をしている頻度が高いケアラーが多い傾

向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）１日あたりのお世話をしている時間 

１日あたりのお世話をしている時間については、「１時間以上３時間未満」が 39.2％で最も高く、次

いで「３時間以上６時間未満」が 19.8％、「１時間未満」が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

78.1 5.8 7.0

1.8

3.6

2.7

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

毎日 週４～６日 週２～３日 週１日 月に２～３日 その他 無回答

17.6 39.2 19.8 7.6 12.8 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

１時間未満 １時間以上３時間未満 ３時間以上６時間未満

６時間以上９時間未満 ９時間以上 無回答
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３．ケアラー自身の家族のことについて 

（14）お世話が必要な家族との同居・別居の状況 

お世話が必要な家族との同居・別居の状況については、「同居している」が 79.6％、「別居している」

が 19.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15）世帯人数【（14）で「同居」と回答した場合】 

お世話が必要な家族と同居している場合の世帯人数については、「２人」が 46.9％で最も高く、次い

で「３人」が 27.9％、「４人」が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16）他にもお世話が必要な家族の有無【（14）で「同居」と回答した場合】 

他にもお世話が必要な家族の有無については、「いる」が 19.5％、「いない」が 78.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79.6 19.8 0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

同居している 別居している 無回答

46.9 27.9 11.5 5.7 7.3 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=262

２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

19.5 78.6 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=262

いる いない 無回答
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【「いる」と回答した方の他にもお世話が必要な家族の人数】 

「いる」と回答した方の他にもお世話が必要な家族の人数については、「１人」が 74.5％、「２人」

が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【「いる」と回答した方の他にもお世話が必要な家族との関係】 

「いる」と回答した方の他にもお世話が必要な家族との関係ついては、「配偶者」が 54.9％で最も高

く、次いで「子」が 27.5％、「父母」が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（17）世帯人数【（14）で「別居」と回答した場合】 

お世話が必要な人の世帯人数については、「２人」が 43.1％で最も高く、次いで「３人」、「４人」が

ともに 21.5％、「１人」が 9.2％となっています。 

 

 

 

 

 

  

74.5 23.5 2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=51

１人 ２人 無回答

54.9

27.5

23.5

7.8

3.9

2.0

2.0

5.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

配偶者

子

父母

兄弟姉妹

孫

祖父母

親戚

その他

無回答 全体 n=51

9.2 43.1 21.5 21.5 1.5 1.5 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=65

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答



３．ケアラー自身の家族のことについて 

17 

（18）他にもお世話が必要な家族の有無【（14）で「別居」と回答した場合】 

他にもお世話が必要な家族の有無については、「いない」が 76.9％、「いる」が 20.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

【「いる」と回答した方の他にもお世話が必要な家族の人数】 

「いる」と回答した方の他にもお世話が必要な家族の人数については、「１人」が 53.8％、「２人」

が 38.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【「いる」と回答した方の他にもお世話が必要な家族との関係】 

「いる」と回答した方の他にもお世話が必要な家族との関係については、「父母」、「子」がともに

30.8％で最も高く、次いで「配偶者」が 23.1％、「兄弟姉妹」が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0 76.9 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=65

いる いない 無回答

53.8 38.5 7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=13

１人 ２人 無回答

30.8

30.8

23.1

15.4

7.7

7.7

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

父母

子

配偶者

兄弟姉妹

孫

親戚

祖父母

その他

無回答
全体 n=13
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（19）お世話が必要な家族の家までの所要時間【（14）で「別居」と回答した場合】 

お世話が必要な家族の家までの所要時間については、「10分未満」が 44.6％で最も高く、次いで「10

分以上 30分未満」が 24.6％、「30分以上１時間未満」が 15.4％となっています。 

「30分未満」と回答した割合が約７割を占めるなど、比較的近距離に住んでいる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（20）お世話が必要な家族の家までの移動手段【（14）で「別居」と回答した場合】 

お世話が必要な家族の家までの移動手段については、「自家用車」が 75.4％で最も高く、次いで「徒

歩」が 12.3％、「自転車」が 3.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.6 24.6 15.4 10.8 4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=65

10分未満 10分以上30分未満 30分以上１時間未満 １時間以上 無回答

12.3 3.1 75.4 1.5 7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=65

徒歩 自転車 自家用車 公共交通機関（電車・バス） タクシー その他 無回答
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26.7

21.9

15.8

4.9

4.6

3.6

0.3

3.0

35.6

2.1

0% 10% 20% 30% 40%

子

配偶者

兄弟姉妹

親戚

父母

孫

祖父母

その他

いない

無回答 全体 n=329

（21）日常的にお世話を分担してくれる家族の有無（複数回答） 

日常的にお世話を分担してくれる家族の有無については、「いない」が 35.6％と最も高く、次いで「子」

が 26.7％、「配偶者」が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（22）日常的にお世話を分担してくれる家族のお世話することへの負担感【（21）で「いない」以

外を選択した場合】 

日常的にお世話を分担してくれる家族がお世話することにどの程度負担を感じているかについては、

「やや負担になっていると思う」と回答した方が 22.8％と最も高く、次いで「あまり負担になってい

ないと思う」が 15.3％、「大変負担になっていると思う」が 5.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.4 22.8 15.3 1.0 55.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=202

大変負担になっていると思う やや負担になっていると思う

あまり負担になっていないと思う 全く負担になっていないと思う

無回答
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（23）日常的にお世話を分担してくれる家族とのお世話の分担について感じること【（21）で「い

ない」以外を選択した場合】 

日常的にお世話を分担してくれる家族とのお世話の分担について感じることについては、『感じる

（とても感じる+少し感じる）』では、「Ｃ 公的なサービスの利用を増やして、自分や（21）の人の負

担を減らしたい」が 47.5％で最も高く、次いで「Ｂ 他の人もお世話に関わって、自分や（21）の人

の負担を減らしたい」が 21.3％、「Ａ あなたが分担するお世話を増やして（21）の人の負担を減らし

たい」が 15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.9 

9.4 

19.8 

9.9 

11.9 

27.7 

15.8 

12.9 

10.9 

12.9 

14.9 

7.4 

9.9 

7.4 

3.5 

45.5 

43.6 

30.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ あなたが分担す

るお世話を増や

して（21）の人の

負担を減らしたい

n=202

Ｂ 他の人もお世話

に関わって、自

分や（21）の人の

負担を減らしたい

n=202

Ｃ 公的なサービスの

利用を増やして、

自分や（21）の人

の負担を減らした

い n=202

とても感じる 少し感じる どちらでもない あまり感じない 感じない 無回答
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４．お世話が必要な人のサービス（公的支援・制度）利用状況について 

（24）お世話が必要な人の介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の有無 

介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の有無については、「利用している」が

87.5％、「利用していない（利用したことがない）」が 11.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（25）利用している（したことがある）サービスの種類（複数回答） 

利用している（したことがある）サービスの種類については、「通所サービス（デイサービスや通所

リハビリなど）」が 65.7％で最も高く、次いで「福祉用具の利用」が 44.4％、「訪問サービス（ヘルパ

ーの訪問、訪問リハビリや訪問入浴など）」が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

87.5 11.2 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

利用している 利用していない（利用したことがない） 無回答

65.7

44.4

18.2

12.8

9.1

7.9

6.4

4.6

0.6

4.3

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通所サービス（デイサービスや通所リハビリなど）

福祉用具の利用

訪問サービス（ヘルパーの訪問、

訪問リハビリや訪問入浴など）

宿泊などの預かりサービス（ショートステイなど）

医療機関受診

訪問看護

医療機関への通院介助

訪問診療（医師の自宅訪問）

高齢者サロン・カフェ

その他

無回答
全体 n=288
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（26）利用しているサービスへの満足感 

利用しているサービスについては、『満足している(満足している+まあまあ満足している)』が 92.7％、

一方『満足していない(やや不満足である+不満足である)』が 3.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（27）サービス利用のきっかけ（複数回答） 

サービス利用のきっかけについては、「あなたが利用を勧めた」が 38.6％で最も高く、次いで「地域

包括支援センターが利用を勧めた」が 35.9％、「あなたがお世話をしている人（本人）の希望」が 21.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.6

35.9

21.0

18.2

16.4

6.7

3.6

2.7

0% 10% 20% 30% 40%

あなたが利用を勧めた

地域包括支援センターが利用を勧めた

あなたがお世話をしている人（本人）の希望

あなた以外の家族が利用を勧めた

病院の人が利用を勧めた

それ以外の人が利用を勧めた

市役所や町村役場の人が利用を勧めた

無回答 全体 n=288

53.1 39.6 2.8

0.7

2.8 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=288

満足している まあまあ満足している やや不満足である

不満足である どちらともいえない 無回答
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（28）サービス利用にあたり必要な配慮（複数回答） 

サービス利用にあたり必要な配慮については、「もっと利用手続きを簡単にしてほしい」が 24.0％で

最も高く、次いで「利用したいサービスを増やしてほしい」が 23.3％、「もっと安くしてほしい」が

16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（29）サービス事業所を利用していない（利用したことがない）理由（複数回答）【（24）で「 利

用していない（利用したことがない）」を選んだ場合】 

サービス事業所を利用していない（利用したことがない）理由については、「本人にサービス利用の

希望がない」が 70.3％で最も高く、次いで「自分がお世話をするので必要ない」、「どんなサービスが

あるかわからない」がともに 10.8％、「利用手続きがわからない」、「経済的な不安がある」がともに

5.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.0

23.3

16.7

15.3

10.8

5.2

5.9

32.6

6.9

0% 10% 20% 30% 40%

もっと利用手続きを簡単にしてほしい

利用したいサービスを増やしてほしい

もっと安くしてほしい

サービスの内容を分かりやすく説明してほしい

サービスの時間を増やしてほしい

家の近所など身近でサービスを受けたい

その他

特にない

無回答
全体 n=288

70.3

10.8

10.8

5.4

5.4

2.7

0.0

0.0

29.7

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

本人にサービス利用の希望がない

自分がお世話をするので必要ない

どんなサービスがあるかわからない

利用手続きがわからない

経済的な不安がある

既存の公的サービスに利用したいものがない

利用したいサービスが近くにない

利用したい事業所が満員で利用できない

その他

無回答 全体 n=37
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（30）サービスの利用に対する抵抗感（複数回答） 

サービスの利用に対する抵抗感については、「特にない」が 55.6％と最も高く、次いで「経済的な不

安がある」が 15.8％、「他人を家に入れたくない」が 7.9％となっています。 

ケアラー自身が、お世話のためにサービスを利用することに対する抵抗感は低い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.8

7.9

6.7

6.7

2.4

2.1

2.1

5.8

55.6

11.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経済的な不安がある

他人を家に入れたくない

サービス関係者に自分や家族の情報を

伝えることに抵抗がある

家族がお世話をするのが当たり前

サービスを利用することについて、あなた以外の

家族が抵抗感を持っている

世間体が気になる

サービスを利用することについて、あなたを

含めて家族が抵抗感を持っている

その他

特にない

無回答 全体 n=329
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62.9

48.0

28.9

23.4

22.8

21.0

8.8

7.6

4.3

0.9

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の心と体の健康

介護づかれやストレス

自分自身の時間が取れない

自分亡き後の不安

自分の将来が不安

お世話と仕事の両立

公的支援や介護保険サービスを利用しているが、

自分の負担が軽くならない

社会参加ができない

世間体に対するストレス

お世話と勉強の両立

相談する人がいない
全体 n=329

５．ケアラー自身の生活状況等について 

（31）お世話をする上で困っていることや悩んでいること（複数回答） 

【Ａ ケアラー自身のこと】 

ケアラー自身のことについては、「自分の心と体の健康」が 62.9％で最も高く、次いで「介護づかれ

やストレス」が 48.0％、「自分自身の時間が取れない」が 28.9％となっています。 
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【Ｂ お世話が必要な人のこと】 

お世話が必要な人のことについては、「お世話が必要な人の心身の状態の悪化」が 38.9％で最も高く、

次いで「お世話をしている人自身の性格による言動」が 32.8％、「お世話が必要なことについて本人に

自覚がない」が 28.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ ケアラー自身の世帯や家族のこと】 

ケアラー自身の世帯や家族のことについては、「同居する家族で楽しく過ごす時間が取れない」が

13.4％で最も高く、次いで「配偶者や家族・親族の無関心、無理解、非協力」が 8.5％、「他の家族（あ

なたから見て 18 歳未満の子ども以外）のお世話をする時間が取れない」が 3.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｄ サービスの利用に関すること】 

サービスの利用に関することについては、「利用させたいサービスをお世話が必要な人が望まない」

が 21.9％、「お世話をしている人に利用させたい福祉サービスがない（近所にデイサービスがないな

ど）」が 1.8％となっています。 

 

 

 

  

38.9

32.8

28.6

25.8

18.8

3.3

0% 10% 20% 30% 40%

お世話が必要な人の心身の状態の悪化

お世話をしている人自身の性格による言動

お世話が必要なことについて本人に自覚がない

お世話が必要な人自身の将来

認知症の人との接し方

性別が異なる相手のお世話 全体 n=329

13.4

8.5

3.0

1.8

0% 5% 10% 15% 20%

同居する家族で楽しく過ごす時間が取れない

配偶者や家族・親族の無関心、無理解、非協力

他の家族（あなたから見て18歳未満の子ども以外）の

お世話をする時間が取れない

他の家族（あなたから見て18歳未満の子ども）の

お世話をする時間が取れない 全体 n=329

21.9

1.8

0% 10% 20% 30%

利用させたいサービスをお世話が必要な人が望まない

お世話をしている人に利用させたい福祉サービスがない
全体 n=329
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【Ｅ 日々の生活のこと】 

日々の生活のことについては、「精神的に苦しい」が 27.7％で最も高く、次いで「体力的に苦しい」

が 26.7％、「時間に追われている」が 22.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｆ その他】 以下、原文掲載を基本としつつ、一部編集・抜粋の上掲載。 

・今はそれほどでないが腰痛とか時に出て自分自身も年をとっていくと不安を感じる。 

・遠出の外出。宿泊の旅行ができない。 

・介護と子育ての両立が大変である。介護を受けている人がデイサービスなどを望まないので 24

時間ホッとする時間がない。子育て中だが、子どもにあたってしまうことがあり申し訳なく思っ

ている。 

・仕事が忙しくても残業時間がとれない時がある。他の日で調整しなければならない。 

・夫が夜中に起きて外出しようとしたり、着替えて荷造りをしたり、トイレがうまくできない。本

人にしかわからないことを話していたりして、自分自身が眠れないことに困っている。 

・特に困っていることはない。 

 

 

  

27.7

26.7

22.8

13.4

12.2

3.3

0% 10% 20% 30%

精神的に苦しい

体力的に苦しい

時間に追われている

経済的に苦しい

睡眠時間が足りない

居住地が遠くお世話に通うのが難しい
全体 n=329
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（32）体調不良時等に代わりにお世話をしてくれる人のこと（複数回答） 

体調不良時等に代わりにお世話をしてくれる人のことについては、「子」が 34.7％で最も高く、次い

で「配偶者」が 24.9％、「兄弟姉妹」が 20.7％となっています。一方で、「誰もいない」は 12.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.7

24.9

20.7

14.6

6.7

4.0

2.7

2.4

2.1

0.0

3.0

12.5

9.4

0% 10% 20% 30% 40%

子

配偶者

兄弟姉妹

介護サービス事業者

親戚

父母

孫

医療従事者

近所の人や知人

祖父母

その他

誰もいない

無回答 全体 n=329
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（33）お世話をすることによる健康状態への影響（複数回答） 

お世話をすることによる健康状態への影響については、「疲れがとれない」、「些細なことでイライラ

する」がともに 37.4％で最も高く、次いで「腰痛、腱鞘炎など肉体的疲労がある」が 28.6％、「気分が

沈みがちである」が 24.9％となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（34）趣味や休息など、ケアラー自身のための時間の充足感 

趣味や休息など、ケアラー自身のための時間の充足感については、『とれている（とれている+まあま

あとれている）』が 60.5％、一方、『とれていない（あまりとれていない+全くとれていない）』が 38.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.4

37.4

28.6

24.9

24.3

18.2

16.4

6.1

5.2

3.3

4.6

21.9

3.3

0% 10% 20% 30% 40%

疲れがとれない

些細なことでイライラする

腰痛、腱鞘炎など肉体的疲労がある

気分が沈みがちである

体調を崩すことがある

睡眠不足である

運動不足である

持病が悪化した

通院するようになった

お世話で時間がなくなり通院できない

その他

特にない

無回答 全体 n=329

16.7 43.8 32.2 5.8 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

とれている まあまあとれている あまりとれていない 全くとれていない 無回答
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（35）お世話をすることによる生活への影響（複数回答） 

お世話をすることによる生活への影響については、「出費が増えるようになった」が 35.3％で最も高

く、次いで「収入が減った」が 10.9％、「離職・失業した」が 2.7％となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（36）ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感 

ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感については、『負担になっている（大変負担

になっている+やや負担になっている）』が 66.9％、一方、『負担になっていない（あまり負担になって

いない+全く負担になっていない）』が 30.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.3

10.9

2.7

1.2

0.3

7.3

45.0

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

出費が増えるようになった

収入が減った

離職・失業した

転職した

休学・退学した

その他

特にない

無回答
全体 n=329

20.1 46.8 24.6 5.5 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 n=329

大変負担になっている やや負担になっている あまり負担になっていない

全く負担になっていない 無回答
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６．ケアラー自身への支援について 

（37）ケアラー自身が頼りにしている相談先や窓口（複数回答） 

ケアラー自身が頼りにしている相談先や窓口については、「地域包括支援センター」が 64.7％で最も

高く、次いで「家族」が 56.5％、「居宅介護支援事業所のケアマネジャー」が 37.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.7

56.5

37.4

28.0

18.2

18.2

11.9

2.1

1.2

0.9

0.6

0.0

0.0

6.4

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域包括支援センター

家族

居宅介護支援事業所のケアマネジャー

介護サービス事業所

病院

近所の人や知人

市役所や町村役場

民生委員・児童委員

保健所・健康福祉センター

老人クラブ

家族会

学校（小・中・高等学校）

当事者支援団体

その他

無回答
全体 n=329
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（38）ケアラー自身を支えるために必要だと思う支援（複数回答） 

【Ａ ケアラー自身が相談できる人や場所】 

ケアラー自身が相談できる人や場所については、「何でも相談できる窓口」、「いろいろな制度に詳し

い職員」がともに 43.2％で最も高く、次いで「自宅訪問による相談」が 31.0％、「電話相談」が 23.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ ケアラー自身の負担を軽減する支援】 

ケアラー自身の負担を軽減する支援については、「自分がお世話をできなくなった後に代わりにお世

話する人の確保」が 39.5％で最も高く、次いで「自分が休める時間」が 38.6％、「お世話を一時的に代

わってくれる人」が 27.4％となっています。 
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【Ｃ ケアラー自身の精神的な支え】 

ケアラー自身の精神的な支えについては、「自分の話を聞いてくれる人」が 58.4％で最も高く、次い

で「困っているときの声かけ・励まし」が 32.2％、「お世話をすることに対する周りの人の理解」が

30.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｄ お世話が必要な人のための各種サービス及び支援】 

お世話が必要な人のための各種サービス及び支援については、「緊急時でも安心して預かってくれる

場所」が 54.4％で最も高く、次いで「お世話が必要な人の短期入所（ショートステイ）」が 32.8％、「お

世話が必要な人が身近に利用できるサービス」が 32.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｅ その他の支援】 

その他の支援については、「経済的な支援」が 24.6％となっています。 
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（39）ケアラー自身への支援に対する県や市町への意見・要望（自由記載） 

以下、原文掲載を基本としつつ、一部編集・抜粋の上掲載。 

【ケアラー自身が相談できる人や場所】 

時々、人と会って話をする事でストレスを発散する事が有効だと思っている。 

家族の問題を行政やその他の支援者が知らないでいることが多いと思う。各家庭の置かれている状況

を細かく把握して適切なアドバイス、または支援を行って欲しい。 

サービスを受けるきっかけは、アルツハイマーと診断された時に、「今後どのようなこと必要か」と

尋ねたところ、病院の医師がパソコンから他市町のサービスを出してくれた。とてもホッとし、何と

か前に進めた。日頃そういうものがあるとか、行政がどういうことをしているか中々わからないこと

から、病気を診断されどうしたら良いか不安になった時にサービスの手順・場所等々、病院から資料

等を渡して頂けたらすごくホッとすると思う。 

「どんなことで困っていますか」という声掛けを電話や訪問で気にかけていただけると非常にありが

たい。困っていても申請をしなければ何も困っていないのだろうと思われるとつらい。 

実際には介護していても認定を受けられるほどではないと周囲から言われてしまうと相談に行くハー

ドルが高い。もっと気軽に相談できる場所があると介護する側の気持ちも楽になると思う。 

要介護者本人の性格、適性によると思うが、介護サービスの一切を拒否して家族の負担のみ求めるの

が現状で、何らかの手段が取れるような相談先があるのが望ましい。年々、金銭に対して執着するよ

うになり、自ら出費を拒否する、様々な物や金がなくなったと騒ぐなど、相手するのが苦痛となる。

相談先があるのが望ましい。 

包括センター担当が良く相談に乗ってくれるので、母も私も助けて頂いている。 

介護している人は、支援を受ける立場として負い目を感じていることがあり、サービスや事業所の変

更をケアマネジャーに言いにくい時がある。また、ケアマネジャーにより勧めてくれるサービスに違

いがあり、本人又は家族の意向と違っていても、中々言い出せない。そのような時に、何でも相談で

きる窓口があると良い。公的な相談の窓口は、相談しにくい。 

地域包括支援センターの方が毎月訪問して下さるので心強い。その間の変化や状態、質問や疑問な

ど、メモを取っておいて報告や連絡させてもらい、アドバイスをいただくと満ち足りた気持ちで介護

していられる。とてもありがたい。 

地域包括支援センターの方にお世話になっているが、その時々の状況を聞いてくれて、色々な提案を

して頂いて感謝している。 

お世話が必要な人に対しての支援について、制度や法整備も含め、充実していき、整えられているの

を感じる。祖父母をお世話した時代には考えられない。また、社会や価値観の多様化、高齢化など

様々な変化から問題点の複雑さも感じる。一人で何人も一度にお世話しなくてはならない事態が起き

てしまうこともある。各自治体で状況にあった整備がさらに進み、また自治体同士の連携、県との連

携を密にし、制度やサービスなどが整備され、一人も取り残されてしまう人がいないことを願う。 
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【ケアラー自身の負担を軽減する支援】 

お世話をする人に用事がある時に預けたり、訪問してくれるサービスなど、自由に使えるサービスを

充実して欲しい。 

同居している家族がいても仕事をしていると介護は頼めないし、出来ないと思う。今のところ母は要

支援１なので介護もあまり大変ではないが、これからが心配。泊りで出かけたいが、心配で行けな

い。安心して預かってくれる場所が近所にあったらいい。 

介護休暇制度はあるが、介護度が低いと使えない。休暇の制度を整えて欲しい。通院の付き添いも大

変疲れる。有休は自分のために使いたい。介護休暇の拡大を求める。 

働いているため、お世話するための急な帰宅や、通院などのために有給を使うことが多い。有給も無

くなり欠勤してしまうこともある。家にいる家族も精神障害などを抱えており、家族だけではお世話

する人を助けられないこともあるため、自分が帰るしかない状態。そのため、休みが取りやすく、会

社も休ませやすい制度を作って欲しい。有給を自分のために使いたい。その他、多数の介護をしてい

るため、色々な対応をして欲しいと思う。また、自分一人で４人分の通院をしており、予定を立てる

のが負担となっている。 

「家族が世話して当然」は間違い。誰かが犠牲にならないと人生を終えられない社会はおかしい。自

分の子や孫、そして何より自分自身が安らかに生活できる社会や制度であって欲しい。 

今まで元気に仕事に励み、それなりの立場で生活していたのが、ある時急に倒れ、不随になった本人

の苦しみを思うと、何とか介護をしてあげたいと思うが、自分も年を取ると疲れもなかなか取れな

い。それでも自分の事よりも相手の事を考え、動かざるを得ない事も多々ある。そんな時、一言声を

かけてくれる事で、ストレスも少し解消できる。しかし、外に声を発する事が出来ない人達も多いと

思う。民生委員、ケアマネジャーが時々訪問し、悩みを聞いてくれる時間も必要であると考える。 

【ケアラー自身の精神的な支え】 

老人世帯では、だれかに急変があっても、認知症では子供や親せき・知人に連絡が出来ない事が不安

である。最低でも近所に連絡が出来るような事を何か考えたい。近所とは仲良くしているが日中は仕

事で留守が多い。 

お世話をする家族が手続きをするのをわかりやすくして欲しい。地方から年老いた親を引きとった時

に、話など出来る場所や、本人、家族も集える場所があればいいと思う。 

今は元気だから困らないが、自分が体調を崩した時に助けてくれる人がいると安心である。 

ケアマネジャーがしっかりした方で助かっている。夫の世話で精神的な負担はない。家族の理解、親

族の協力も多大である。高齢者のため現状維持のきびしさに直面している。医療関係者のプロフェッ

ショナルなサポートに感謝している。 

精神的な負担の軽減が図れるよう、無料の地域雑誌などに窓口を知らせるようにして欲しい。窓口が

わかりづらいと思う。 

【お世話が必要な人のための各種サービス及び支援】 

私は家族のいない実姉の世話をしている。ケアハウスに長年居て、そこの方達に良くしてもらってい

る。すぐそばにデイサービスもあり「本人」も機嫌よく通所しており、私の心のケアは主人の理解と

周りにいる友達のお陰と考えている。 

気軽に入れる施設がもっとあったら良い。 
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【お世話が必要な人のための各種サービス及び支援】 

同居していた兄弟と親が不仲になり、週末のみ親を預かっている。預かって初めて親の介護と兄弟の

大変さがわかった。デイサービスや福祉用具は自宅からの送迎と決められているため、預かってもデ

イサービス利用前に自宅へ送らないといけない。福祉用具も住所地以外で同じものが借りられない。

自費利用と言われた。動かせる用具ではないため、自宅以外でも借りられるようにして欲しい。自宅

以外の送迎も考えて欲しい。 

デイサービスを利用でき、感謝している。日中の数時間、母子分離が出来るとリフレッシュできる。

しかし、私自身が高齢者と呼ばれる年齢になり、日々疲れがたまり負担に感じるようになった。安心

して利用出来るショートステイが中々ない。急な対応が難しいのも事実である。自身の終活を意識す

る年齢になり、親亡き後の息子を思うと辛いものがある。いつでも安心して利用できるようご配慮し

て欲しい。 

子供がいない夫婦のため、動けなくなったり、片方が亡くなってひとりになった時に簡単に施設へ入

れるようにして欲しい。  

住んでいる所が不便である。車も乗らなくなり、外出が自分でできなくなった。 

公的サービス（地域包括支援センター、ケアマネジャー）や市役所での支援を受け、今後も家族で支

えていきたいと思う。 

買物、通院など高齢者や障がいのある方が住みやすい街作りをお願いする。 

【その他の支援】 

義母は要介護状態になり 10年位になる。90才を超えたがいつまでと考えるとつらい。  

介護保険が家族の助けになるようにこれからもお願い致します。 

支援は多々にわたってると思う。介護している立場の人（特に本人）が調べたり聞いたりして利用す

べきと思う。私自身そのようにして介護保険等を利用し充分に介護に向かっていこうと思っている。 
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クロス集計 （24）お世話が必要な人の介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の

有無×（33）お世話をすることによる健康状態への影響 

介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の有無とお世話をすることによる健康状態

への影響については、公的支援を利用している場合は、「気分が沈みがちである」、「些細なことでイラ

イラする」の割合がともに高い。一方、利用していない（利用したことがない）場合は、「通院するよ

うになった」の割合が高くなっています。 
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クロス集計 （24）お世話が必要な人の介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の

有無×（34）趣味や休息など、ケアラー自身のための時間の充足感 

介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の有無と趣味や休息など、ケアラー自身の

ための時間の充足感については、公的支援を利用している場合は、「とれている」の割合が高い。一方、

利用していない（利用したことがない）場合は、「まあまあとれている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロス集計 （24）お世話が必要な人の介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の

有無×（36）ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感 
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要な人に対する負担感については、公的支援を利用している場合は、「あまり負担になっていない」の

割合が高い。一方、利用していない（利用したことがない）場合は、「全く負担になっていない」の割

合が高くなっています。 
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クロス集計 （24）お世話が必要な人の介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の

有無×（38）ケアラー自身を支えるために必要だと思う支援 

【Ａ ケアラー自身が相談できる人や場所】 

介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の有無とケアラー自身が相談できる人や場

所に対する支援については、公的支援を利用している場合は、「メール・LINE等による相談」の割合が

高い。一方、利用していない（利用したことがない）場合は、「自宅訪問による相談」の割合が高くな

っています。 
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【Ｂ ケアラー自身の負担を軽減する支援】 

介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の有無とケアラー自身の負担を軽減する支

援については、公的支援を利用している場合は、「自分が休める時間」の割合が高い。一方、利用して

いない（利用したことがない）場合は、「お世話を一時的に代わってくれる人」の割合が高くなってい
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クロス集計 （24）お世話が必要な人の介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の

有無×（38）ケアラー自身を支えるために必要だと思う支援 

【Ｃ ケアラー自身の精神的な支え】 

介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の有無とケアラー自身の精神的な支えにつ

いては、公的支援を利用している場合は、「お世話をすることに対する周りの人の理解」の割合が高い。

一方、利用していない（利用したことがない）場合は、「お世話をしている人同士の交流」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロス集計 （24）お世話が必要な人の介護保険サービスや医療サービスなどの公的支援の利用の

有無×（38）ケアラー自身を支えるために必要だと思う支援 
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ービス及び支援については、公的支援を利用している場合は、「お世話が必要な人の短期入所（ショー

トステイ）」の割合が高い。一方、利用していない（利用したことがない）場合は、「お世話が必要な人

が身近に利用できるサービス」の割合が高くなっています。 
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クロス集計 （36）ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感× 

（４）ケアラー自身の就労状況 

ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感とケアラー自身の就労状況については、ケ

アラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感が「大変負担になっている」場合は、「自営業」

の割合が高く、「やや負担になっている」場合は、「非正規雇用（契約社員・派遣社員・パート・アルバ

イトなど）」の割合が高い。一方、「全く負担になっていない」場合は、「自営業」の割合が高く、「あま

り負担になっていない」場合は、「自営業の手伝いなど」の割合が高くなっています。 
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クロス集計 （36）ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感× 

（10）お世話をしている内容【Ａ 身体的介護や介助のこと】 

ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感とお世話をしている内容のうち、「身体的介

護や介助のこと」については、ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感が「大変負担に

なっている」場合は、「医療的ケア」の割合が高く、「やや負担になっている」場合は、「体調の管理」

の割合が高い。一方、「全く負担になっていない」場合は、「日常生活の介護や介助」の割合が高く、「あ

まり負担になっていない」場合は、「体調の管理」の割合が高くなっています。 
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クロス集計 （36）ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感× 

（10）お世話をしている内容【Ｂ 日々の暮らしに関すること】 

ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感とお世話をしている内容のうち、「日々の暮

らしに関すること」については、ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感が「大変負担

になっている」場合は、「心の安定」、「安全のための見守り」の割合がともに高く、「やや負担になって

いる」場合は、「通院の援助」の割合が高い。一方、「全く負担になっていない」場合は、「心の安定」、

「安全のための見守り」の割合がともに高く、「あまり負担になっていない」場合は、「家事の援助」の

割合が高くなっています。 
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クロス集計 （36）ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感× 

（10）お世話をしている内容【Ｃ サービスの利用に関すること】 

ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感とお世話をしている内容のうち、「サービス

の利用に関すること」については、ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感が「大変負

担になっている」場合は、「介護保険サービスなどの利用中の援助」の割合が高く、「やや負担になって

いる」場合は、「介護保険サービスなどの利用中の援助」、「介護保険サービスなどを利用するための援

助」の割合がともに高い。一方、「全く負担になっていない」、「あまり負担になっていない」場合は、

「自立や希望を支える支援」の割合が高くなっています。 
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クロス集計 （36）ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感× 

（10）お世話をしている内容【Ｄ 趣味や余暇活動に関すること】 

ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感とお世話をしている内容のうち、「趣味や余

暇活動に関すること」については、ケアラー自身が感じるお世話が必要な人に対する負担感が「大変負

担になっている」場合は、「散歩の同行」の割合が高く、「やや負担になっている」場合は、「催し物（ス

ポーツ観戦、演劇、コンサートなど）の同行」の割合が高い。一方、「全く負担になっていない」場合

は、「催し物（スポーツ観戦、演劇、コンサートなど）の同行」場合が高く、「あまり負担になっていな

い」場合は、「趣味や余暇の支援」の割合が高くなっています。 
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